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1．目  的   

矛慧の下痢予防と‡空康保持ならび把田督利用件の改藷を目途として、含沸石脱択若菜を飼料中   

に5少ないし7肇程圧混ぜて使用する蟄例が一部に非及しつつあるので、指箪上の指針を得るた   

め杷木試験を雫碓した。  

2．含沸石襟灰岩（以下ゼオライトと称す）の生理的作用及び性状  

ゼオヲイ．トは主として製紙用に利用され、一部士票改良剤や森の軟便防止ならび把脱臭剤とし   

て利用されてい7’こが、その生稚的作間を清野する射ねをもって苔能面えの利用が考えられるよう  

になった。   

すなわち、ゼオライト疏加によって、望見内陀おける余剰水分、有零ガスの吸収と研毛利餞によ   

る監液辞繋の分泌促進、水素イオン濃斑傑特による腸内細菌叢の正常化等によって、軟便下痢を   

防止し、また排泄するふん尿の臭気を減少できちとされている。  

ゼオラ1トほ、白色または旗色透明の珪駿塩の一輝であり、その種類によって結晶構造や化学   

的組成托ちがいがある。  

5．1材料および方法   

試旗ほ昭和45年5月28日から昭和d5年11月4日までの閤体重約12k戸から20kg   

までの子豚期およぴ2〔kg以降90kgまでの肥帝親にかけて葵施したっ   

り）ノ供 就 膿  

昭和4う年番、当瘍生産の中ヨークシャ純一腹8頭を用いて、試験区、対照区にそれぞれ、   

雄2琵、去勢雄2琉を配分した。  

（2）管  二哩  

供試豚は、5．2d㌦の標房に1現づつ収容し、一般管理は産肉能力検定方法に準じて行なっ  

．た。  

（5）試験期間の区分および絵馬飼料  

各期間匿おける区分および給与飼料は下記のとおりてあり、給与日量は、概ね検定基準によ   

って給与した。  
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 4．試験成策と考察  

（1）雑食状況と健康状態  

試演期間中の採免状況は、概ね良好であったが、肥育末娘の試験区についてほ、▲やや食慾の   

減退が認められたはかは、何れも順調に推移し、一般健喫状態については、すべて良好であっ  

た。  

（2）発 育   

1） 子 豚 朋  

子藤棚償おける発育は、生時掻竃とその哺乳俄に大きく左右されるものであるガ、これ  

らの要因を除外して、体桑野12短から20kg到達時まての発育を比較すると、乗1のとおり  

て、その所要日数では、試験区が4．5日長く、従って1日平均増体煮では、対照区5る2g  

士官†．8、試験区555g±50．7と試験区の発育がやや遅れたが、有意性は認められなか  

りち，   

襲1所要日数およぴ1Eト平均増俸恩  

区 分   開始時体丑   20k醐環   所華日数   1E】平均増体塞   

，対照区   12．る51甲   20．Okg   20．25日   5る2±21．Og   

敦検区   11．88   20．15   24．75   555±50．7   

2） 肥 育 期  

2ロkgから9□kgまての所要日数およぴ1日平均増休嚢は、葬2のとおりであり、   

所項日数では試験区ほ11日長く、従って、1日平均増体長では対照区のる05g士58．8   

に比して、試験区は547g士1る・5とやや努りたが有意の差てはなかった。  
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表2 所要日数およぴ1日平均増体景  

区 分   所，」寧 日 数  〉 
201年ト501官  5Ck享ト9血管  全糊＝閤  20k買～501甲  盲ol軍～9口座  全期＝紺   

対照区  55±1．9日  る2±5．8日  117±7．5日  555±19．Og  る5n±11．9g  占05±58．8g   

試験区  58±1．2  70±4．0  128±5．8  】519士11．7  57†士50．8  5d7±1る．5  

しかし、これを前期、後難に分けて比餃すると、特に50k貿以降の肥育後納の発育遅延  

が著しく‘検定を試みたところ表5に示すよう把有意性が認められた。  

表5 後期の1日平均増休蚤の市意義検定  

（5）飼料の利用性  

1）子 豚 期  

子豚期忙おける飼料の消費貴と要求率は黎4に示すとおりであり、飼料消靴托ついては   

両区間にほノとんど差が認められないが、これを  

表4 飼料消費患と要求率  

区 分  飼料消費畳  飼料要求率  ゼオラ1トを除いた飼料消費量  同左飼料費来客   

対照区   18．05kg  2．455   ー  kg  

試験区   18．90   2．290   17．955   乙175  

飼料費求率で比較すると、試験区がやゃ優れてい枯，   

2）肥 育 期   

飼料消費患および飼料嬰求率把ついては、衷5に示すとおケ試験区が約28kg飼料を多   

く要している。   

しかし、添加したゼオヲイト5多分を除くと費iのようになり、両区間に差が認められない。  
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衣5 飼料消費鷺と要求率  

飼 料 消 費 儲  飼 料 要 求 率  
区 分  

2ロk～50！慣   5政g～90kg  全都間  鱒郎晦  5D桝田電   
全期間   

kg  lくg  kg  
対照区  82．5±5．0  1占0．5士15．9  242．8±15．9  2．72   4．04   5．47   

試験区   e7．4±1．7   185．5十 9．8   27D．フ＋ 9．1  2．90  4．る1   5．87   

表d 試験区のゼオライトを除いた飼料消費雲とと賓来客  

飼 料 ㈹ 襲 璧  飼 料 要 求 率  
区 分  

2軸叫 輝梱  全期間   2曲が0短   5鴨㌢相場  盆期間   

kg   kg   kg   
試験区  1＝，“±9．5   248．045±8ム  2．70   4．1∈）   5．5JI  

いま、乗5に示すゼオヲ1トを含むこ可杵罷で、全期間について有濠差を検定すると、表7の  

どとく、5喀水準で、善が認められ花かった。  

乗7 全損間の飼料澗費長の有意蔓検定  

区 分   個体数   自由度   全期間飼料 消費盟   平方和   f  検  定   

対照区   4   5   242．8   1〔）14   I亡荒2．51＜亡0＝2．45   

試験区   4   5   27D．7   554   ダ＝5の  

．和＝る   裏戸27．9  利コ15d8  

囲 飼 料 費  

1）子 豚 期  

ゼオラ1ト添加区と対照区との飼料費を比較すると衷8のとおりてある∩  

表8 飼 料 費  

区 分   
才硬膏廊飼料蟄  

備  

対照区   514．一45  524．9t－  859．55円   1k贈り人工乳B岩57円ゼオ  

試験区 l検定1号＝5る円  
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すなわち、ゼオライト添加区は、対照区に比べて約1る円飼料代が多くかかゥている。   

2）肥 育 耕  

肥育厩における飼料費を比戟すると表9のとおりてある。  

罪9 飼 料 費  

1kg増体  
区 分   備  考   

円   円  円   円   1kg当り  
対照区               29る2．80  5457・…  8419．8□  120．28  検1∃5占円   

試験区  29β9．08  5920．59   2978  8959．45  127．70  検2＝54円  

すなわち、ゼオライト添加区は対照区よりも約る痴飼料費を余計托賛し、約52ロ円の蛸と   

なり、体違1kg増体に要する飼料費では、摸緬指標の125円以上を上場る叙盲果となりも  

（5）屠体調変成積  

90kg到達後、屠殺解体を行ない、約24時間冷蔵放冷後、常法把従い各部位を測定した   

結果の耽要は衷1Dおよび衷11のとおりである。  

表10 脂肪屑の厚さ  

僅  部  脂  肪  
区 分                肩   背   照   平 均   前   中   後   

Cm   C耽   e批   C椚   lⅦ   m  

対照区  2．7   玉．1   5．5   1．4   1．5   5．0   

試験区  茎 5．7   2、5   5．り   5・0   0．9   1．5   5．l   

乗11 屠体測定値  

背 俵 長    屠体  大割肉片の割合  
区 分  断而  幅   ノヽム   

積        Ⅰ    Ⅱ    カタ  ロ＝天 バラ  
g  痴  亡〝且  C爪   e打エ  em   C硯  一議  感   感   

対照区  8占  
痴  

試験区  85．5  る85  －91．2  7占．5  占6．4  jd9．8  55．0  17．9  52．4；57．4   SO．2  

すなわち、枝肉評価の蝕も蕊婁な指標となる背脂肪の厚さについては、5部位平均で試験区  

は5．Oemと、対照区と比べてやゝ薄くなっており、ゼオライトの添加によって、発育の遅延を  

来たす反乱やゝ肉質の改沓が舶得できるものと考案される。  
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なお、原体各部の長官や、ロース断面憫あるいは六割肉片の割合等については、何れも標準   

的な数倍を示しており、また、肉色、肉繁り等托は両区間に差が認められ7王かった。  

5．署  約  

子豚育成期および肥育琢に対して、ゼオライトを給与飼料に5痴添加した試験の結果を要約す  

ると、概ね下記のとおりである。   

‥）子療育成朋の添加湛よって、やゝ発育の遅延が認められるが、飼料の利用性に恐影響を及ぼ   

すようなことがなかったので、整腸作用等の俣健対策としての利用価値が認められる。  

（2）肥育抑の添加によって前期、後期キ通じて発行の遅延が認められ、特に58kg以降の後期   

については二影響薯しく、有意性が認められた。  

（51肥育期の飼料利用僅常及～ます影軌ま、発育速乾と同様、全期間を通じて、その飼料畢来客を   

高めており、対照区と比べて約11痴高くなっち）  

（4）ゼオライトの療加によって、子豚育成期の飼料琶が、やゝ高くなりこ また、肥育期陀ついて   

は、対照区と比べて約£痴飼料費増を来たした。  

（5）ゼオライトの添加匿よって、やゝ体脂朋の寄秩をおさえることが期待できるほか、その他の   

屠肉形質には特に影響が認められなかった。  
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